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◆ 北海道・「大学生協九条の会」発足　賛同３５０人　

１月２６日、「北海道の大学生協で働く仲間九条の会」が誕生しました。わづか３ヶ月あまりのとりくみで、３５０人以上の賛同があり、結成へとこぎつけました。

発足会では、「九条の会・北大」の事務局長でもある北大大学院教育学研究員教授の姉崎先生が『人こ人との心のつながりで平和を紡ぐ－「教育と大学の新たな再生を求めて－「北海道の大学生協で働く仲間の九条の会」発足に寄せて－「９条の会・北大からのメッセージ」と題しての素敵な講演がありました。

　総会では規約やアピールを確認し、終了。その後、懇親会で大いに盛り上がりました。会では勉強と交流を気負わずにやっていく計画です。

■ コープぐんまでも準備すすむ

コープぐんまでも、役職員が中心となった「生協職員九条の会」づくりへの準備がすすめられています。これまでに役職員の賛同者は３３０人を超えています。このとりくみの一環として１月にはパート部会で昨年のパート部会総会につづき、憲法学集会を実施してきています。結成総会は５月をメドにしています。

◆ 自治労連ピースチャレンジャー、出陣！

本部役職員、９条署名地域ローラー作戦敢行

自治労連は、「国民多数派の結集めざすには各地域で半数の署名が必要」「駅頭などでの街頭宣伝だけではなく地域へ入ることが決定的」と意思統一。

３月８日（土）、本部役職員が夕方３時から９条署名地域ローラー作戦を１３人で敢行しました。ハンドマイク・プラスター・署名用紙と画版、特製３色ボールペンを持って３班に分かれ、自治労連会館近くの１つの丁目に入りました。１人がハンドマイク宣伝、１人がブラスターを掲げながら、目にも耳にも訴え、地図をもとに２人がインターホンをならし、時には道行く人たちに訴えました。「私は８人兄弟の真ん中の兄が戦死しました。戦争は絶対イヤです」と快くドアをあけて署名してくれたり、「そんなことやって意味があるのか？」と言われた住吉一家の方も、最後は「偉いね」と言って署名するなどびっくりする体験も。公園で遊ぶ子どもづれの若いお母さん、お父さんにも「お子さんの時代に戦争になったら大変。ぜひ、署名してください」と訴えると、快く署名し、建設現場で働くスリランカ人も「戦争反対」と言って片言の日本語で応じてくれました。1時間あまりの行動で署名６１筆集まりました。最高は15筆。「ぜひ、ご家族の分もあわせてお願いします」の訴えが効きました。
◆ 大阪　「国民の命、安全よりも軍事優先か！」　
「9の日」宣伝で広がる「守ろう９条」の声！

イージス艦が民間漁船を沈没させた衝突事件や、沖縄での米兵による女子中学生暴行事件をつうじて、自衛隊や米軍は本当に国民を守るのか、怒りの声が上がっています。国民の命や安全よりも、アメリカとの軍事行動を優先する自衛隊・防衛省。９条をないがしろにしてきた政府の責任が、厳しく問われているなか、各団体・地域で「９の日」宣伝がとりくまれました。「やっぱり９条は大切だ」とすすんで署名してくれる若い人など、各地で「若い人のビラの受け取りがよかった」との報告が寄せられ、９条を守ることの大切さが、「９の日宣伝」をつうじて、いま確実にひろがっています。

■ 稽古帰りの小学生も署名。1時間で110人をこえる署名　　京橋・府的宣伝
３月１０日、京橋での大阪憲法会議・共同センターの宣伝には、約２５人が参加。1時間弱で110人の署名が集まりました。3月10日は第二次世界大戦で東京大空襲、3月13日は、大阪大空襲があった日。鰺坂真、川本幹子両副幹事長ら6人の弁士は、イージス艦の衝突事故や派兵恒久法、巨額の軍事費問題などにふれ、「国民の命に無関心でいのか」、「平和な日本と9条を子どもたちに渡そう」と訴えました。

9条があるから戦争をしなかったと若い人に話しかけると、小学生もふくめ、「私、署名します」と元気に応じてくれました。たくさんの荷物をかかえ、宮崎県から就職活動にきていた大学生も、「9条はまもらないといけない」と、快く署名。スーパーの袋を両手にさげた若い主婦も、話をきっちり聞いて、「子どものこれからを考えると大事なこと」と、署名に応じてくれました。

■ １０日、大教組など２２人が、上六で昼休み宣伝　
「９の日宣伝」に呼応して１０日、上六で昼休み宣伝が大教組、母連、府高教、府障教によって行われました。辻大教組委員長、砂湖母連事務局長が、世界で輝く９条の値うちを熱く語りました。新しい「宮沢りえビラ」も大変受け取りがよく、２２名の参加者は「９条守れの国民の声は広がっている」と感想をよせています。
■ 日曜の昼、スーパー前　「憲法はどんなことを決めているの?」と青年　

　　平和憲法を守る茨木連絡会
３月９日日曜日に阪急東のジャスコ前で、のぼりと横断幕を掲げて宣伝。２５名の参加で、新ビラを４００部まき、８９人分の署名を集めました。「９条ってなに？」から始まって、対話のなかで署名してくれた若者からは、「憲法は他にはどんなことを決めているのか」と質問されました。参加者からは、憲法の内容を知らせる宣伝、行動に参加しやすい日曜日の昼、しかもスーパーなどの前が有効だと今後の宣伝に意見がでました。

■ 全駅６ヶ所の宣伝に３０人が参加　　　富田林・憲法９条の会
３月１０日、富田林、喜志、西口、川西、滝谷不動、金剛の全駅宣伝に３０人が参加。新ビラは、「宮沢りえさん」のメッセージが効果的で特に若い人の受け取りがよく、喜志駅では、署名してくれたのは、ほとんどが大学生や高校生でした。西口駅では、「がんばってや」、「平和が第一、戦争はアカン」など、対話もはずみました。

■ 高校生から「がんばってね」と激励されました　　　新婦人
３月９日の宣伝では、北区では若い人がよく署名してくれ、激励されました。豊中でもきれいなビラで受け取りがよく、市民の足が止まりました。河内長野では「憲法大切ですね、がんばってください」と年配の女性が署名。茨木では、何度か署名しているけど、どれだけ集まったのかしらせてほしいという人もいて、説明しました。

■ ねやがわ第１１０回ナインデー　共鳴した青年と握手！　　ねやがわ憲法を守る会
　３月９日、ねやがわ第１１０回ナインデー署名宣伝行動が、市駅西ベル大利商店街で行われ、９名が参加、署名が３５人分集まりました。全国革新懇ニュースに登場した日野原重明さん、鳥越俊太郎さんらの大型パネルを展示したり、今回は「戦争の痛み忘れぬ第九条」の墨字ノボリが新登場。

　「戦争がきらいな人は署名してください、九条が変えられようとしています」、の訴えに青年が署名に応じ、「小さい力やけど、ここからせなあかん、共鳴しました。頑張ってください」と握手までされました。春の陽気を感じる暖かさの中で、ほとんどの人が署名に来てくれる姿に参加者は勇気をもらいました。

◆ 東京　憲法署名１２万余　署名提出と議員要請

憲法改悪に反対する東京共同センターは、３月６日（木）、憲法署名の提出・議員要請行動を衆院議員会館で行い３５人が参加しました。

　冒頭、憲法・東京共同センターの平山和雄事務局長が当面の行動提起を行った後、各団体の取り組みを交流しました。

東京土建主婦の会々長の藤本冨美江さんは、「０７年６月に１０万の目標を決めてスタート、商店街やコンビニなど、人が集まる所ならどこでも出かけ、昨年１１月２８日に目標の１０万筆を越え、その後も今日まで続けています。特に学生さんや若い人たちを意識的に狙って取り組みました。決めた目標をやりとげた教訓として『やろう！』という意気込みがだいじ」と強調しました。地域からは板橋、澁谷、西東京、東村山、団体からは都教組、東商連、新婦人、平和委員会が報告しました。

小池晃参院議員(共産)は、国会情勢を報告。「九条の会」はじめ、憲法を守る運動が改憲勢力の脅威になっていることを強調し、「憲法九条を守り、憲法２５条が花ひらく日本をつくるために、ともに頑張りましょう」と呼びかけました。
■ 憲法審査会、海外派兵恒久法で東京選出議員に要請

東京共同センターがこの日持ち寄った署名は１２万６千３百７４筆、日本共産党小池晃参院議員に託しました。この後、東京選出の各党議員の事務所をまわり、憲法改悪につながる「憲法審査会」を始動させないこと、自衛隊の「海外派兵恒久法」に反対するよう要請しました。

■ ３月「９の日宣伝」　最高の署名７８筆集まる

　憲法東京共同センターは、３月７日（金）昼休み、新宿駅西口で「９の日宣伝」を行い１２団体から３９人が参加しました。

　この日は暖かな好天に恵まれ、憲法改悪反対の署名に今までになく多くの人が足を止め、「憲法守れ」の思いを込めて７８人の方々が署名し、カンパ千円が寄せられました。「女手１人で２人の子どもを育てた」という年輩の女性は「僅かな年金から介護保険が天引きされ、今度は国保も天引きになると聞いている。これではもうやっていけない。ひどい政治だ」と怒り署名。八王子市から来たと言う男性は、「自分は戦前大阪の航空隊に配属になった。自分より先に入隊していた者は、飛び立ったまま帰ってこなかった。戦争はもうごめんだ」と語り署名。イージス艦「あたご」の衝突事故に怒り、千円札を「カンパ」と言って立ち去った人もいました。

◆ 国公・女性協が新橋駅前で「9の日」宣伝
国公労連女性協議会は３月１０日、東京・JR新橋駅前で「９の日」宣伝行動を行い、国公労連女性協議会と各単組本部から約３０人が参加しました。

今回は、女性協独自に作成したカラフルな横断幕で「憲法９条は世界の宝」とアピールしながら、「９条アメ」と全労連女性部リーフ「憲法は、なりたい日本がギュッ！とつまってます」をいれた憲法テイッシュを配布、道行く人に大好評で宣伝物はあっという間になくなりました。憲法署名も２０筆あつめることができました。

　3月10日は、63年前の1945年、東京大空襲があった日。3月10日未明から2時間半の空襲で、10万人を超える尊い命が失われました。その後、次々と大都市が空襲され、8月の広島、長崎への原子爆弾投下、8月15日の終戦になりました。
国公女性協議長の阿部春枝さんは、「二度とこうした悲劇は繰り返さないという決意のもとに日本国憲法は制定されました。この憲法を生かすことが、格差と貧困をなくし、若者が希望をもてる、女性がもてる力を充分に発揮して活躍できる社会をつくることにつながります」と訴えました。沖縄でのアメリカ兵による女子中学生暴行事件の現地調査に参加した経験についてふれた阿部さんは、「基地の中では、海兵隊員はキル、キル、キル、殺せ、殺せ、殺せとかけ声をかけてジョギングをしている。そうした人たちが、隣人としているわけで、沖縄だけの問題ではなく、神奈川県横須賀や逗子など米軍基地のあるところでは、いつ起こっても不思議ではありません。軍隊は国民を守ってくれません。このことはイージス艦『あたご』の衝突事故でも明らかです。こうした動きを許さず、憲法をまもり、くらしに活かしていきましょう」と呼びかけました。
■ 「一人ひとりの声は小さいけれど、無力ではありません」

国立病院で働く看護師（全医労）、公共職業安定所など厚生労働省で働いている全労働、全厚生など７人の女性が次々とマイクを持ち、「いま憲法25条がこわされています。医療や介護、年金など社会保障の改悪、労働法制の改悪、人間として最低の生活さえ保障されないワーキングプアなど、国民の命とくらしがおびやかされています」「憲法が暮らしに生きる平和な日本を！生かそう憲法９条、２５条！」をと訴えました。

女性協橋本事務局長は「子どもたちと孫のためにも、平和な日本を残すことは、いまを生きる大人たちの責任です。一人ひとりの声は小さいけれど、無力ではありません。今こそ、足を踏み出し行動しましょう」と、署名への協力を訴えました。
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